11/18/2003　経済数学II

重要：中間レポート課題は11月18日中に、講義ノートHPにアップロード予定

以下のURLにアクセスのこと。

http://www.econ.keio.ac.jp/staff/ito/
脱線：財の性質とは(国語の話)
ミクロ経済学の教科書の多くには、上級財、下級財、ギッフェン財、代替財、補完財、自由財、希少財、消費財、生産財、資本財、etc

こうした財の分類は、何をもってなされるのか？
基本的に、経済学はソフトウェアの学問。これに対して、多くの自然科学（たとえば、物理学・化学・生物学など）はハードウェアの学問。

りんご一個を例にとると、生物学・植物学の範囲では、どんな樹木のどんな種類の果実なのか、どのような栄養素を含むか、物理的に硬いか柔らかいかなど、ハードウェア特性を調べて、その対象の性質と考える。その特性は、往々にして普遍的。

りんごを経済学が対象とするとき、りんごをなんらかの理由で食べない民族の間では価値がないもの（自由財）とみなされるかもしれない。りんごを主食とする民族においては、ミクロ経済学の意味でほかの食物の補完財になるかもしれない。その意味で、経済学における財の分類には、ハードウェアの分類におけるような普遍性がないことに気づく。

普通は、研究対象には普遍的な性質を暗黙のうちに求めるのが科学である。
よく考えてみると、上級財・下級財の対置や、消費財・資本財の対置をはじめ多くの分類は、その財が誰にどんな様子で需要されるか・誰がどんな様子で供給するか、どんな目的で需要するかなどに依存している。実は、これらの背後にある、消費者の選好構造（効用関数）や、生産者の技術構造（生産関数）ならびに、それらを反映した需要関数・供給関数の性質に言及しているにすぎない。

それゆえ、多くの財の分類は、不毛なものが多い。財の分類を考えてみても、なんら有用な情報が増えない。

学生諸君が忘れてはいけないのは、財の性質（実は、財の希少性を決定する需要・供給の構造）を決定するのは、消費者の選好構造（効用関数）や、生産者の技術構造（生産関数）、ならびに各財がどれだけ利用可能かという資源制約といったもの。

Mathematicaを使って、KT定理の応用を実践してみる。

Mathematicaでやってみたのは、すでにわかっている最適点をKT条件に照らし合わせること。これは簡単。
問題は、KT条件（これは必要条件）を用いて、計算できるか？これは難しいといか、煩雑。

なぜかというと、等式と（等号つき）不等式が混在した体系から、点を確定することは、非常に厄介。

結局、KT条件は、最適解の性質を明らかにするためには有用であるか、解を発見するためにはそれほど役には立たない。

Mahthematicaには、Solveという関数（コマンド）とNSolveという関数（コマンド）があり、それぞれ記号的(解析的)・数値的に連立方程式の解をもとめてくれる。
KT条件だけから、愚直に計算しても記号的にも煩雑ないろいろなケースが出現してすべてをチェックしなくてはならないし、数値的に求めようとしても複素数解が出てきたりして、いらない解を捨てる苦労が大変。
